
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

西輝　郷

ハヌマーン
オルクス

歌手

37

犠牲

親戚と疎遠

恐怖

喪失

ヒーロー

男

36

バンドメンバー

1
2
2
3

0
1
0
0

0
0
0
0

1
3
2
3

24
17
17
22
44

1
1 1

普通免許 音楽 知識：音楽 ウェブ2 2 1

　　 0

0 0

起源種
バンドメンバー：ジャーム
あのんと・あぐすのす

庇護
遺志

連帯感

隔意
悔悟
恐怖

思い出の一品

6 12

ワーディング

リザレクト

先手必勝

限界突破

エンジェルヴォイス

ハードビート

風の渡し手

シルフの詩

援護の風

ウインドブレス

力の法則

妖精の手

拡散する世界

空の楽器

七色の声

★

0

3

2

2

5

5

1

5

3

3

3

1

1

1

-

1d10

基本値＋3

3

4

2

3

2

2

2

4

4

10

オート

気絶時

常時

ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

ｵｰﾄ

ｵｰﾄ

ｵｰﾄ

ｵｰﾄ

ｵｰﾄ

ｵｰﾄ

視界

-

至近

至近

視界

視界

-

至近

視界

視界

視界

視界

視界

シーン

自身

自身

自身

単体

単体

Lv+1体

自身

単体

単体

単体

単体

シーン選択

自動

自動

-

自動

交渉

交渉

交渉

自動

自動

自動

-

自動

自動

-

↓100

-

80↑

-

-

-

ﾘﾐｯﾄ

-

ﾘﾐｯﾄ

100↑

100↑

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

行動値を+Lv*3　侵蝕値ボーナス無し

1ラウンド中1回使用できるエフェクト1つを1ラウンド2回使用可能

対象の次のメジャーアクションの判定に使うダイスを+Lv個　C値を-1（最低6）

対象の次のメジャーアクションの判定の攻撃力を+Lv*2

シーン一回　対象拡張

"前提：<風の渡し手> いつでも使用できる <風の渡し手>のそのシーンの使用回数+1"

対象の判定のダイス+Lv個

援護の風の使用判定に達成値+LV*3

自身以外のダメージ判定でダメージを+(Lv+1)D　1ラウンド1回まで

"対象が判定のダイスを振った直後に使用する 対象の判定のダイスの出目ひとつを10に変更する このエフェクトは対象が判定を行っている最中にも使用できる"　

範囲拡張

マイクいらず！

声色自由自在

顔40点　声130点 性格80点の男
そのため堅実に評価されつつ上辺だけを評価する人たちを実力でねじ伏せた　今や押しも押されぬ伝説のシンガーである

バンドメンバーは今３人　 もともと４人のバンドだった
４人目が別な場所で死んだと聞かされて原因は交通事故と説明されてたけど
でも交通事故じゃなくて超能力者関連のアレで死んだことを自分が巻き込まれた際に知って覚醒
友人との決別をすまして意志が強くなった

サンジェルマンの事件の後また色々あってレネゲイドウイルスが特別なやつだったことが分かった
歌手としてもヒーローとしても躍進中　ベテランとして働き盛りの芸能Sライセンス持ち37歳

通常からRW世界までの経緯について

13年前(西輝24歳)　サンジェルマンにやられて覚醒
12年前(西輝25歳)　ヴィランズイヤー
11〜7年前(西輝26〜30歳)　レネゲイドウォー
支援役として参加し終戦まで戦い続け安定した功績を得る。　
あのんとはそこそこの頻度で一緒に戦っていた。
一方で音楽の仕事をする理由も余裕も失いつつあった。
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